
出
物
と
し
て
、

お
印
「
莫
」
な

わ
れ
た
陶
器
製

ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー

れ
た
。

＿
―
[
芦
桓
に
よ
る

署
暉
人

謀
2

倍
に

症
研
究
所
は
30

め
か
ら
今
月
21

告
さ
れ
た
風
疹

4
8
6
人
に
な

し
た
。

93
人
だ

年
間
の
約
16倍

る
。
同
日
ま
で

ら
認
め
ら
れ
る
ど
い
rつ

金
0
5
二
銀
妄
想
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

歩●
6
五
歩
0
そ
れ
が
硯
実
と
な
り
、
こ
れ

人
上
は
望
め
な
い
ほ
ど
幸
運

臼

0
4八
角
●

晟
●
6
四

歩

じ

＝歩
0
8
=
=＿
飛
な
思
い
で
満
た
さ
れ
て
い
ま

ハ
歩
●
同
歩
0
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し

突

0
7
五
歩
●
こ
。f
 

向
●
6
五
銀
0

変

0
7
六
歩
●

交
●
同
飛
0
7

「
ハ
ナ
ビ
ラ
タ
ケ
」

u
8
四
馬
●
4

-
5
七
金
0
4

ゲ
ノ
ム
解
読
成
功

九
産
大
な
と

u
7
五
歩
●
8

回
桂

0
7七
銀

左●
4-
―一桂
0

漠
方
薬
に
古
く
か
ら
用
い

u同
金
●
4
四
ら
れ
「
幻
の
キ
ノ
コ
」
と
も

称
さ
れ
る
「
ハ
ナ
ビ
ラ
タ
ケ
」

諏

0
7
七
歩
成

L
0
9
手
で
斎

の
ゲ
ノ
ム
（
全
遺
伝
情
報
）

—
解
読
に
成
功
し
た
と
、
九
州

産
業
大
と
東
京
女
子
医
大
の

共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
が

30

丘
」
人
」

日
、
英
科
学
誌
電
子
版
に
発

土
画
化

リ
ウ
ッ
ド
で
表
し
た
。
動
脈
硬
化
に
有
効

｝
日
、
人
気
漫
と
さ
れ
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
に

l

人
」
の
米
ハ
似
た
成
分
を
含
む
こ
と
も
確

羮
写
映
画
化
認
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は

「新

）
発
表
し
た
。
た
な
医
薬
品
や
健
康
食
品
の

i
・
ポ
ッ
タ
開
発
に
役
立
て
た
い
」
と
し

ハ
を
手
が
け
た
て
い
る
。

・
ヘ
イ
マ
ン
氏
ハ
ナ
ビ
ラ
タ
ケ
は
白
い
花

ュ
ー
サ
ー
を
務
び
ら
の
よ
う
な
キ
ノ
コ
の
一

イ
ッ
ト

11

そ
種
。
糖
尿
病
や
感
染
症
の
予

ち
、
終
わ
り
。
」
防
改
善
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

・
ム
ス
キ
エ
テ
る
。

祖
当
す
る
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
ゲ
ノ
ム

出
演
者
は
未
解
読
で
、

1
万
3
千
個
を
超

え
る
遺
伝
子
が
あ
る
こ
と
を

確
認
。
免
疫
を
活
性
化
す
る

成
分
の
生
成
に
関
わ
る
遺
伝

子
群
を
見
つ
け
た
。

解
読
作
業
と
合
わ
せ
て
、

成
分
の
解
析
も
実
施
。
女
性

ホ
ル
モ
ン
「
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
」

と
同
様
の
効
果
が
あ
る
物
質

を
含
む
こ
と
が
分
か
っ
た
。

の
1
週
間
の
報
告
数
は

1
7

4
人
で
、

7
週
連
続
で

1
0

0
人
を
超
え
た
。

今
年
の
累
計
患
者
数
は
都

道
府
県
別
で
東
京

5
0
9

人
、
千
葉

2
5
1人
、
神
奈
川

1
9
5
人
の
順
。
妊
婦
が
風

疹
に
感
染
す
る
と
赤
ち
ゃ
ん

が
難
聴
な
ど
に
な
っ
て
生
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

皇
統
譜
か
ら

絢
子
さ
ん
除
籍

29
日
に
結
婚
式
を
挙
げ
、

民
間
人
と
な
っ
た
守
谷
絢
子

さ
ん

(28)
に
つ
い
て
、
宮

しい
lESG グリーンボンド

念且ESGコ
［日経ESGプロジェクトでは、 ESGについて「キーワード
紹介するシリーズを展開しております。今回は世界規

拡大しているグリーンボンドです。

9ボンドに期待される事項

1 
資金調達の

使途

2 
投資家への

事前説明

3 
調達資金の

管理

4 
レポーティング

持
続
可
能
な
社
会
の
実
干

環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

投
資
の
判
断
基
準
と
す
る

E
s

G
投
資
の
広
ま
り
を
受
け
て
、
日

本
で
も
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
（
礫

境
債
）
」
を
発
行
す
る
動
き
が
加

速
し
て
い
る
。
環
境
省
に
よ
る
と

2
0
1
7
年
の
世
界
の
グ
リ
ー

ン
ボ
ン
ド
発
行
額
は
約

1
6
0

8
側
ド
ル
（
約

18
兆
円
）
と
な

り
、

16
年
に
比
べ

84
％
増
加
し

た
。
発
行
額
は
年
々
増
え
て
お

り、

18
年
も
そ
の
傾
向
は
続
く
と

予
想
さ
れ
る
。

グ
リ
|
ン
ボ
ン
ド
と
は
、
調
達

資
金
の
使
途
を
環
境
改
善
効
果

の
あ
る
事
業
（
グ
リ
ー
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
に
限
定
し
て
発
行
さ

れ
る
債
券
で
あ
る
。

07年
に
欧
州

投
資
銀
行

(
E
I
B
)
か
ら
環
境

債
「
気
候
問
顆
へ
の
認
知
度
を
高

め
る
た
め
の
債
券
」
が
発
行
さ

れ
、
そ
の
後
、
世
界
銀
行
を
は
じ

め
と
す
る
国
際
開
発
金
融
機
関

が
、
喋
境
保
全
事
業
に
関
わ
る
債

券
を
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
」
と
名

付
け
て
発
行
し
た
こ
と
で
、
市
場

に
定
着
し
て
い
っ
た
。
当
初
は
国

際
機
関
の
発
行
が
多
か
っ
た
が
、

E
s
G
の
流
れ
が
広
が
り
、
企
業

や
地
方
政
府
な
ど
も
発
行
体
に

加
わ
っ
て
い
る
。

｀

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
は
各
発
行

体
の
自
主
的
な
基
準
に
基
づ
い

て
発
行
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
発

行
数
が
増
加
す
る
に
つ
れ
、
市

民
間
企
業
に
よ
る
発
行
を

環
境
省
が
後
押
し

環
境
債
市
場
が

世
界
規
模
で
急
拡
大

場
関
係
者
の
間
で
「
グ
リ
ー
ン
ボ

ン
ド
の
定
義
を
明
確
に
し
、
透

明
化
を
図
り
た
い
」
と
の
機
運

が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

14
年
に
、

世
界
の
金
融
機
関
で
構
成
す
る

国
際
資
本
市
場
協
会

(
I
C
M

A
)
が
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
原

則
」
を
策
定
。
①
調
達
資
金
の
使

い
道
、
②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価

と
選
定
プ
ロ
セ
ス
、
③
調
達
資

金
の
管
理
、
④
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン

グ
と
い
う

4
項
自
が
定
め
ら
れ

た
。
こ
れ
が
国
際
的
な
基
準
と

し
て
参
照
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

世
界
全
体
で
市
場
が
急
拡
大
し

て
い
る
。

一
方
、
わ
が
国
で
は
14年
に
日

本
政
策
投
資
銀
行
が
初
め
て
発

行
し
て
以
降
、
政
府
系
機
関
や
自

治
体
の
発
行
が
自
立
っ
た
が
、
こ

こ
数
年
は
民
間
企
業
の
活
用
事

例
が
増
え
た
こ
と
で
、
市
場
の
拡

大
が
進
ん
で
い
る
。

17年
の
発
行

総
額
は
約

2
1
7
6
億
円
と
な

り
、
件
数
も

10件
に
到
達
し
た
。

資
金
が
調
達
し
や
す
い
こ
と

に
加
え
、
喋
境
へ
の
取
り
組
み
に

積
極
的
な
企
業
で
あ
る
こ
と
の

ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
、
企
業
の
関
心
は
一
層
高
ま

る
と
見
ら
れ
る
。
環
境
省
も
こ
れ

を
後
押
し
す
る
た
め
、

17年
3
月

に
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

2
0
1
7年
度
版
」
を
策

定
し
た
。

グ
リ
ー

が
多
様
化
p

だ
こ
と
で
-

つ
は
グ
リ

改
善
効
果

確
保
だ
。
面

原
則
に
合
i

門
調
査
機

第
三
者
に

て
い
る
。
i

報
セ
ン
タ

9
月
か
ら

則
に
基
づ

と
を
評
価

め
た
。
信
E

い
が
、
グ
り

4
項
目
に
一

動
も
考
慮
一

一

を
評
価
す
―

コ
ス
ト
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